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国内外における 
血糖コントロール目標の考え方

谷澤　日本糖尿病学会は，国内外における大規模臨床
試験から得られたエビデンスを基に血糖コントロール目標
を策定し，「合併症予防のための目標」をHbA1c 7.0％
未満，「治療強化が困難な際の目標」をHbA1c 8.0％未
満として推奨しています。ただし，この治療目標は年齢，
罹病期間，臓器障害，低血糖の危険性，サポート体制
などを考慮しながら，個別に決定することとされています。
また，高齢化が進むわが国において，今後は高齢の２
型糖尿病患者さんの増加が予測されていることから，日
本糖尿病学会と日本老年医学会は合同委員会を設置し
て，『高齢者糖尿病の診療ガイドライン』の策定を進めて
います。
　米国糖尿病学会（ADA）では糖尿病の診療指針を
毎年発表していますが，HbA1c 7.0％未満という血糖コ
ントロール目標値については2014年版の指針から示され
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